






要約:妊娠 21 週 1 日の超音波断層法による出生前診断によって、胎児下腹部の嚢胞状腫瘤

が発見された。同 24 週 1日にはこの下腹部腫瘤の増大傾向、両側腎孟の拡張、羊水過少が

確認され、後部尿道弁あるいは Prune Belly 症候群が疑われ、経母体腹壁的胎児膀胱穿刺

による胎内治療が試みられた。以後 33週 3 日帝切分娩まで週 1乃至 2回の同様手技による

胎内治療が合計 20 回にわたりおこなわれ、胎児尿絡系の減圧効果はあったが、感染を合併

していたようで、生後 16 時間 DIC 症状にて死亡した。 
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